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研究成果の概要： 

本研究の目的は、がんを併発した精神疾患患者のケアを困難にさせている複合要因を、５つ
の病期にわけて、詳細に分析し、解明することにより、適切な治療と看護を実現するためには
何が必要かを明らかにする。また、各病期に沿った時間的な経過と、阻害・促進要因との絡み
をフィードバック理論に基づき解明することで、実態に沿った状況の把握と今後起こりうる阻
害要因に対する予測をし、それに対する対策をたてることで、困難な臨床状況から望ましい状
況に導くための効率的なケアを実践し検証する。 

「精神疾患患者の身体合併症(特にがん)ケア」の困難事例について、①文献検討、②個人イ
ンタビュー調査、③フォーカスグループインタビュー調査、④フィールドワーク、⑤事例検討
会を行い、質的・帰納的に分析を行った。 

その結果、精神科病院では、がんを併発した精神疾患患者の早期発見の難しさ、激しく拒否

をする患者に対する身体的介入（ケアや処置）、インフォームドコンセントなどに、特に困難感

を抱いていることが明らかになった。また、「がんの発見・がんの告知・がんの治療・がんの再

発の発見を含む治療後の療養期・がんの末期」というがんの 5 つの病期に応じた精神的・身体

的ケアの必要性と阻害要因を予測して回避しつつ、促進要因に導くことを意識した取り組みの

必要性が示唆された。今後の課題としては、「がんを併発した精神疾患患者のケア」を含む、「身

体合併症治療やケア」のための施設を急速に整備する必要があることが示唆された。 
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１．研究開始当初の背景 

本研究開始当初の背景としては、精神疾患
患者が身体疾患を併発した場合、その早期発
見や適切な治療が非常に困難であると言わ
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れており、特に、日本の主要な精神疾患患者
入院施設である単科精神科病院では、長期入
院患者が多く、高齢化も進んでいる。身体合
併症のケアは今後の重要課題であると言わ
れているものの、これまで望ましいシステム
や適切な方法についての十分な検討がなさ
れてこなかった。中でも、がんを併発した精
神疾患患者への治療や看護については、非常
に研究が立ち後れている状況であった。この
問題に関する日本の先行研究の内容は、精神
疾患患者の合併症治療全般に関連する包括
的な問題点の指摘や合併症ケア方法の提案、
合併症患者の事例報告や検討などに限られ
ており、がんを併発した精神疾患患者の治療
と看護に焦点を当て、綿密な現状分析の基で
考察を加えた文献は見当たらなかった。また、
海外においては、精神科医療システムなどの
違いから、日本のように大勢の長期入院患者
を単科精神科病院で抱えていないという現
状から、類似する研究は尐なく、参考となる
先行研究は稀尐で、がん疾患と精神疾患に焦
点をあてた報告としては、リエゾン精神看護
に関するものに集中していた。本研究代表者
による先行研究である「がんを併発した精神
疾患患者の治療と看護に影響を及ぼす要因
に関する研究」が、この問題に対して最も近
い先行研究であった。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、がんを併発した精神疾患
患者のケアを困難にさせている複合要因を、
５つの病期にわけて、詳細に分析し、解明す
ることにより、適切な治療と看護を実現する
ためには何が必要かを明らかにする。また、
各病期に沿った時間的な経過と、阻害・促進
要因との絡みをフィードバック理論に基づ
き解明することで、実態に沿った状況の把握
と今後起こりうる阻害要因に対する予測を
し、それに対する対策をたてることで、困難
な臨床状況から望ましい状況に導くための
効率的なケアを実践し検証する。 

 

３．研究の方法 

調査方法は、①～⑤の手順で行った。がん
を併発した精神疾患患者のケアを困難にさ
せている複合要因が、精神疾患患者の身体合
併症ケアの中で、どのような位置を占めてい
るのかを明確にするために①文献検討を行
った。調査研究としては、身体合併症(特にが
ん)ケアについて困難を感じたケースについ
て②個人インタビュー調査、③フォーカスグ
ループインタビュー調査、④フィールドワー
ク、⑤事例検討会を行い、質的・帰納的に分
析を行った。 

 

４．研究成果 
①～⑤の調査・検討の結果、精神科病院で

は、がんを併発した精神疾患患者の早期発見
の難しさ、激しく拒否をする患者に対する身
体的介入（ケアや処置）、インフォームドコ
ンセントなどに、特に困難を感じていること
が明らかになった。また、「がんの発見・が
んの告知・がんの治療・がんの再発の発見を
含む治療後の療養期・がんの末期」というが
んの 5 つの病期に応じた精神的・身体的ケア
の必要性と阻害要因を予測して回避しつつ、
促進要因に導くことを意識した取り組みの
必要性が示唆された。精神科の看護者は、精
神科であっても身体的なケアが必要なケー
スに対しては、適切な治療や処置を提供した
いと望む一方で、身体ケア技術への苦手意識
や不安が残存しており、そのことに加えて、
治療システムや設備の不備などから、思うよ
うなケアが行えず、無力感や不全感を抱いて
いた。「身体合併症治療やケア」には、改善
すべき課題が多く含まれており、「がんを併
発した精神疾患患者のケア」を含む、身体合
併症のための施設を急速に整備する必要が
あることが示唆された。 

本研究で明らかになった精神疾患患者の
身体合併症ケアを困難にさせる要因や課題、
身体ケア･処置の方法等に関する内容は、専
門雑誌の特集、総説として(2006 年)3 号にわ
たり連載発表した。研究の最終年度(2008 年)

には、これまでの研究の集大成として精神科
における身体ケア技術に焦点を絞った書籍
『これだけは知っておきたい「精神科の身体
ケア技術」/医学書院』を編集・出版した。啓
蒙活動としては、看護専門学会の『精神科身
体合併症看護』の分科会講師や専門雑誌の特
集記事を通して、本研究で明らかになった精
神科身体合併症看護の現状や今後の課題に
ついて、精神科看護者に伝える活動を行った。 
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